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今年も鳥取砂丘をイルミネーションの光で彩る「鳥取砂丘

イリュージョン」と同時開催で、砂像を使ったプロジェク

ションマッピングが開催されます。開催中の展示「フラン

ス編」で最大規模の作品となる「ヴェルサイユ宮殿」や、ナ

ポレオンが活躍したフランス革命を舞

台に、栄光のフランス史を光と映像と音

楽で表現。期間は12月７日～22日。１回

８分間で、午後４時から同７時半に８回

（土日は同８時までで９回）上映されま

す。ぜひ、足を運んでお楽しみください。

今 月 の 表 紙

鳥取県鳥取市桶屋町40 TEL : 0857-26-2558 FAX : 0857-26-2585

砂の美術館プロジェクションマッピング
「砂と光の幻想曲 ～ The Story of “Soleil”」
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　【
来
期（
24
年
10
～
12
月
）見
通
し
】

　
全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断
は

マ
イ
ナ
ス
３
・
５
と
前
年
同
期
の
調

査
か
ら
１
・
２
㌽
悪
化
を
示
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
建
設
業
は
引
き
続

き
安
定
し
た
工
事
量
を
見
込
ん
で
い

る
一
方
、
そ
の
他
の
業
種
は
来
期
も

厳
し
い
見
方
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
製
造
業
は
、
自
動
車
関
係
や

電
子
機
器
類
の
需
要
が
回
復
基
調
に

あ
る
も
の
の
、
原
材
料
費
の
高
騰
の

ほ
か
電
力
、
賃
金
、
輸
送
コ
ス
ト
の

上
昇
で
収
益
の
確
保
に
一
層
苦
慮
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

３

今
後
も
厳
し
い
見
方
が
続
く

今
後
も
厳
し
い
見
方
が
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
好
転
材
料
乏
し
く
厳
し
い
経
営
続
く

今
　
　
期

業
況
判
断

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、県
内
企
業
１
５
０
社
を
対

象
に
実
施
し
た
２
０
２
４
年
７
～
９
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。回
収
率
67・３
％
。

　
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
２・５
と
前
年
同
期
の
調
査
と
比

べ
０・
６
㌽
と
わ
ず
か
に
好
転
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
業
種
別
で
は
、

建
設
業・小
売
業
以
外
の
業
種
で
悪
化
を
示
し
、特
に
卸
売
業
で
は
全
て
の

項
目
で
悪
化
が
見
ら
れ
る
な
ど
、長
引
く
物
価
高
騰
が
消
費
活
動
の
弱
さ

を
誘
発
し
、売
上
高
や
利
益
の
確
保
に
苦
戦
し
て
い
る
状
況
が
伺
え
ま
す
。

　
来
期
の
見
通
し
も
、全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
と
比
べ
て

１・
２
㌽
悪
化
を
示
し
て
お
り
、項
目
別
で
も
売
上
高
、売
上
単
価
、収
益
状

況
で
悪
化
を
見
込
む
な
ど
、経
営
環
境
は
依
然
厳
し
い
見
方
と
な
っ
て
い

ま
す
。

2024年７～９月期　【
対
前
年
同
期
比
】
全
産
業
合
計
の

業
況
判
断
は
前
年
同
期
の
調
査
か
ら

０
・
６
㌽
好
転
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
好
転
は
、
建

設
業
の
好
調
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
そ
の
他
の
業
種
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
卸
売
業
は
19
・
４
㌽
、
サ
ー
ビ

ス
業
は
15
・
０
㌽
と
大
き
く
悪
化
し

て
お
り
、
長
引
く
物
価
高
騰
に
よ
る

消
費
活
動
の
弱
さ
が
物
流
量
の
低
下

な
ど
を
誘
発
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
、
売
上
高
や
利
益
確
保
に
苦
戦
し

て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　【
経
営
上
の
問
題
点（
複
数
回
答
）】

　「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
21
・
３
％
）
が
首
位
、「
経
費
の
増
加
」

（
17
・
６
％
）
が
２
位
で
前
回
の
調
査

と
同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
３

位
に
は
人
手
不
足
（
12
・
５
％
）
が
ラ

ン
ク
イ
ン
し
、
依
然
と
し
て
続
く
原

材
料
費
の
価
格
高
騰
に
加
え
、
建
設

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
働
き
手

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
伺

え
ま
す
。

　
記
述
式
の
回
答
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
が
高
騰
し
た
ま
ま
で
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
」（
製
造
業
）、「
値
上
が
り

が
止
ま
ら
ず
材
料
コ
ス
ト
の
定
着
が

厳
し
い
」（
建
設
業
）
と
い
っ
た
光
熱

費
や
原
材
料
費
の
高
騰
に
対
す
る
声

が
多
く
聞
か
れ
た
ほ
か
、
10
月
以
降

の
最
低
賃
金
上
昇
が
更
に
企
業
収
益

の
悪
化
を
招
く
と
い
っ
た
懸
念
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。

　
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
中
東

情
勢
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
な
ど
、

国
内
や
地
域
経
済
回
復
の
好
転
材
料

は
少
な
く
、
当
面
は
先
行
き
の
見
通

せ
な
い
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

前年同期比 （　）内は2023.７〜９月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）、Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降、ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2024.10〜12月期）
※（　）内は前年同期
　の数字

値
上
げ
に
よ
る
消
費
活
動
鈍
化
が
鮮
明

値
上
げ
に
よ
る
消
費
活
動
鈍
化
が
鮮
明

県連景況調査県連景況調査

コ
ス
ト
増
・
人
材
難
が
上
位

コ
ス
ト
増
・
人
材
難
が
上
位

卸
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
苦
戦

卸
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
苦
戦

動 向

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 101 -1.5（ 7.5） 14.6（ 13.6） 1.0（ -3.2） 0.5（ -1.3） -0.5（ -4.4） -2.5（ -3.1） 0.0（ 2.7） 11.4（ 12.1） -3.0（ -3.2） -0.5（ -0.5） -5.5（ -2.7） -3.5（ -2.3）

製 造 業 30 -8.3 （ 17.2 ） 10.0 （ 21.9 ） 0.0 （ -6.3 ） -3.3 （ -6.3 ） -3.4 （ 3.2 ） -1.7 （ 1.6 ） 8.4 （ 9.4 ） 11.7 （ 15.6 ） -3.4 （ -1.6 ） -3.4 （ -4.7 ） -8.4 （ 4.7 ） 0.0 （ 4.7 ）

非 製 造 業 71 0.7 （ 3.7 ） 16.0 （ 10.4 ） 1.4 （ -1.9 ） 2.1 （ 0.7 ） 0.0 （ -7.3 ） -2.8 （ -4.9 ） -3.5 （ 0.0 ） 11.1 （ 10.6 ） -2.9 （ -3.9 ） 0.8 （ 1.3 ） -4.2 （ -5.7 ） -4.9 （ -5.0 ）

（建　設　業） 23 8.3 （ -12.5 ） 6.3 （ -4.2 ） 10.4 （ -6.3 ） 2.2 （ 0.0 ） 10.5 （ -16.7 ） 10.9 （ -10.4 ） 0.0 （ 2.1 ） 6.3 （ 2.1 ） 2.1 （ -6.3 ） 2.1 （ -2.1 ） 4.2 （ -4.2 ） 2.2 （ -6.3 ）

（卸　売　業） 18 -5.6（ 18.4） 25.0 （ 29.0 ） 0.0 （ 2.7 ） 0.0 （ 2.7 ）-13.9 （ 2.7 ）-16.7 （ 2.7 ） -5.6 （ 5.3 ） 13.9 （ 18.4 ） -2.8 （ -2.8 ） 0.0 （ 2.8 ） -8.4 （ -8.4 ）-11.1 （ -5.3 ）

（小　売　業） 17 -11.8 （ -2.4 ） 17.7 （ 9.6 ）-11.1 （ -9.5 ） -2.8 （ -4.8 ） -2.9 （ -19.1 ） -5.9 （ -19.1 ） 0.0 （ -7.5 ） 17.7 （ 12.5 ） -8.8 （ -10.0 ） -3.0 （ -2.5 ） -8.8 （ -15.0 ）-12.5 （ -12.5 ）

（サービス業） 13 11.6 （ 16.7 ） 19.3 （ 11.1 ） 4.2 （ 9.4 ） 12.5 （ 6.3 ） 3.9 （ 8.4 ） -3.9 （ 11.1 ）-11.6 （ 0.0 ） 7.7 （ 11.8 ） -4.2 （ -6.7 ） 4.6 （ 10.0 ） -7.7 （ 5.9 ） -3.9 （ 5.9 ）
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４

動 向

　
鳥
取
市
と
鳥
取
商
工
会
議
所
と
の

定
期
懇
談
会
が
10
月
２
日
（
水
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
開
か
れ
、
人
材
確
保
や

鳥
取
駅
周
辺
整
備
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、
鳥
取
市
か
ら
深
澤

義
彦
市
長
、
羽
場
恭
一
副
市
長
ら
13

人
、
鳥
取
商
議
所
か
ら
児
嶋
祥
悟
会

頭
、
平
井
耕
司
副
会
頭
、
岡
周
一
副

会
頭
、
西
垣
豪
副
会
頭
、
青
年
部
の

高
藤
軌
晋
会
長
ら
14
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
鳥
取
商
議
所
か

ら
若
者
・
女
性
の
地
元
定
着
や
外
国

人
材
の
雇
用
な
ど
の
人
材
確
保
に
つ

い
て
、
鳥
取
市
か
ら
は
鳥
取
駅
周
辺

整
備
に
向
け
た
取
組
状
況
の
説
明
が

あ
り
、
双
方
が
活
発
な
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
鳥
取
商
議
所
側
か
ら

青
年
部
の
松
島
新
太
郎
副
会
長
が

「
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
」
を
表
す

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
活
動
方
針
を

基
に
し
た
、
鳥
取
城
跡
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
、
中
心
市
街
地
活
性
化

　
鳥
取
市
・
鳥
取
商
議
所

　
鳥
取
市
・
鳥
取
商
議
所

定
期
懇
談
会
を
開
催

定
期
懇
談
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
　　
　　
　　
人
材
確
保
な
ど
意
見
交
換

人
材
確
保
な
ど
意
見
交
換

事
業
の
活
動
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
市
側
は
、
将
来
の
地
元
就
職

や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
に
つ
な
げ
る
た
め

の
「
地
元
企
業
早
期
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
」
を
説
明
。
進
学
選
択
前
の

段
階
で
地
元
企
業
の
事
業
や
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
高
校
１
、
２

年
生
を
対
象
に
し
た
地
元
企
業
の
職

場
体
験
事
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
国
人
雇
用
の
状
況
に
つ

い
て
、
鳥
取
商
議
所
は
人
手
不
足
か

ら
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
企
業
が
増
加
し
て

い
る
調
査
結
果
を
示
し
、
鳥
取
市
は

高
度
外
国
人
材
を
養
成
す
る
日
本
語

学
校
の
支
援
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
人
材
確
保
に
つ
い
て
出
席

者
か
ら
は
「
就
労
は
保
護
者
の
意
向

が
強
い
」
「
鳥
取
は
子
育
て
し
や
す

い
。
地
元
定
着
に
は
子
育
て
世
代
に

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
」「
若
者
に
地
元

企
業
の
良
さ
が
伝
わ
る
よ
う
な
企
業

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
若
者

の
県
外
流
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
絡
み
合
う
地
方
の
人
材
確
保
の

課
題
。
今
後
は
、
官
民
連
携
に
よ
る

少
人
数
で
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け

て
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
続
い
て
、
鳥
取
市
側
が
駅
周
辺
の

再
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
交
通
実
態
調
査
や
市
場

調
査
、
若
者
や
子
育
て
世
代
を
対

象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

状
況
を
説
明
。
出
席
者
か
ら
は
「
シ

ネ
コ
ン
誘
致
や
駐
車
場
、
文
化
施
設

の
集
約
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞

く
。
駅
周
辺
に
人
が
集
い
、
子
ど
も

た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る

施
設
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
た
ほ
か
、「
事
業
費
あ
り
き
の

整
備
や
施
設
機
能
を
制
限
す
る
の
で

は
な
く
、
要
望
か
ら
予
算
に
合
っ
た

施
設
に
し
て
ほ
し
い
」
と
事
業
化
に

向
け
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

定期懇談会の様子

あいさつする児嶋会頭

あいさつする深澤市長
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５

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
は
、
２
０
２
４

年
度
の
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
11
月

15
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
鳥

取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
行
い
ま
す
。

　
表
彰
を
受
け
る
の
は
、
勤
続
30
年

以
上
の
特
別
優
良
従
業
員
表
彰
16
人

（
建
設
部
会
２
人
、
工
業
部
会
５
人
、

流
通
部
会
５
人
、
サ
ー
ビ
ス
部
会
４

人
）、
勤
続
10
年
以
上
の
一
般
優
良

従
業
員
表
彰
41
人
（
建
設
部
会
10
人
、

工
業
部
会
11
人
、
流
通
部
会
９
人
、

観
光
・
交
通
部
会
６
人
、
サ
ー
ビ
ス

部
会
５
人
）
―
の
計
57
人
で
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
運
営
委
員
会
の
嶋

田
耕
一
委
員
長
が
選
考
結
果
を
報
告

し
た
あ
と
、
児
嶋
祥
悟
会
頭
が
あ
い

さ
つ
を
し
て
被
表
彰
者
の
功
績
を
た

た
え
ま
す
。
続
い
て
全
員
の
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

優良従業員表彰被表彰者一覧優良従業員表彰被表彰者一覧
（順不同、敬称略）

2024年度鳥取商工会議所優良従業員表彰2024年度鳥取商工会議所優良従業員表彰
功績たたえ 57 人に表彰状　11 月 15 日に表彰式功績たたえ 57 人に表彰状　11 月 15 日に表彰式

氏　　名 事　　業　　所

建設部会（２名）
大　坪　克　志 ㈱とりでん
高　橋　政　仁 やまこう建設㈱

工業部会（５名）
岸　本　麻　記 日ノ丸印刷㈱
岡　嶋　　　潔 ㈱今川紙器
上　住　美智子 ㈱ゼンヤクノー

氏　　名 事　　業　　所

上　山　博　己 ㈱吉谷機械製作所
片　山　伸　也 ㈱吉谷機械製作所

流通部会（５名）
綾　木　志　耕 ㈱德田商店
木　下　留　美 ㈱德田商店
林　　　英　子 日ノ丸産業㈱
清　水　瑞　奈 日ノ丸産業㈱

氏　　名 事　　業　　所

霜　田　桂　子 日ノ丸産業㈱

サービス部会（４名）
山　田　恭　代 (医)春陽会みなみ歯科医院
濱　岡　浩　之 ㈱シセイ堂デザイン
山　根　健　一 水野商事㈱
村　中　幸　枝 水野商事㈱

特別優良従業員表彰　（勤続30年以上）

建設部会（10名）
谷　口　隆　之 やまこう建設㈱
中　澤　嘉　克 やまこう建設㈱
諸　中　雅　子 やまこう建設㈱
澤　口　　　勲 イナバ電気㈱
中　村　祐　嗣 大和設備㈱
鷹　松　晋　吾 大和設備㈱
前　本　洋　治 大和設備㈱
谷　口　克　久 ㈱田中建設
米　村　道　行 ㈱大晃工業
森　村　裕　二 ㈱大晃工業

工業部会（11名）
小　谷　和　子 ㈱ゼンヤクノー
有　本　欣　司 日段㈱
林　　　康　介 ㈱ササヤマ
柿ケ原　真　樹 ㈱ササヤマ
田　中　賢　司 ㈱ササヤマ

毛　利　友　美 ㈱ササヤマ
玉　森　克　幸 聖和精機㈱
川　井　敦　宏 聖和精機㈱
但　馬　　　稔 鳥取瓦斯㈱
石　谷　一　徳 ㈱エネルギーセンター鳥取
大久保　　　学 ㈱エネルギーセンター鳥取

流通部会（９名）
安　木　千　恵 ㈱德田商店
前　田　友　希 ㈱德田商店
網師野　晴　輝 ㈱德田商店
藤　田　真　路 日ノ丸産業㈱
田　中　健　一 日ノ丸産業㈱
山　根　智　子 ㈲西川商会
谷　口　真　朗 鳥取瓦斯産業㈱
米　澤　博　道 山野商事㈱
米　澤　頼　子 山野商事㈱

観光・交通部会（６名）
村　上　知　佳 ㈱鳥取砂丘会館
澤　　　勇一郎 ㈱鳥取砂丘会館
山　田　里　絵 ㈱鳥取砂丘会館
大　野　ひとみ ㈱鳥取砂丘会館
木　下　晴　美 日ノ丸観光㈱
岡　村　秀　美 日ノ丸観光㈱

サービス部会（５名）
川　西　数　也 水野商事㈱
荒　井　祐　介 水野商事㈱
永　美　千　尋 ㈲キーワード
坂　本　裕　美 藤山税理士事務所
山　本　雅　宏 (公社)鳥取市シルバー人材センター

一般優良従業員表彰　（勤続10年以上）
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動 向

　
流
通
部
会
（
手
石
幸
洋
部
会
長
）
は

10
月
４
日
（
金
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁

目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
経
営

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
部
会
員
事
業

所
ら
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
東
京
都
内
で
煎
餅
の
製

造
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
㈲
笠
原
製

菓
代
表
取
締
役
の
笠
原
健
徳
氏
が
務

め
、「
倒
産
寸
前
の
煎
餅
工
場
を
１
年

で
黒
字
化
！
セ
ン
ベ
イ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
と
題
し
、
下
町

の
菓
子
製
造
の
下
請
け
企
業
が
業
績

を
Ｖ
字
回
復
す
る
ま
で
に
至
っ
た
経

緯
や
そ
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。

　
米
菓
の
下
請
け
製
造
企
業
と
し
て

創
業
し
た
当
社
は
10
年
前
、
先
代
が

病
気
に
よ
り
余
命
宣
告
を
受
け
、
受

注
の
激
減
や
融
資
ス
ト
ッ
プ
な
ど
ま

さ
に
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
況
の
中
で
、
現

代
表
で
あ
る
笠
原
講
師
が
事
業
を
承

継
。
い
ち
早
く
工
場
長
と
し
て
働
い

て
い
た
弟
と
と
も
に
会
社
の
立
て
直

し
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
承
継
当
初
、
下
請
業
務
だ
け
で
は

会
社
が
持
た
な
い
状
況
だ
っ
た
と
語

る
笠
原
講
師
は
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決
意
。「
し
ょ
っ

ぱ
い
だ
け
の
菓
子
」「
昭
和
な
お
菓
子
」

と
い
っ
た
煎
餅
の
印
象
を
変
え
る
た

め
、
食
べ
る
姿
が
様
に
な
る
海
外
映

画
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
イ
メ
ー
ジ
。

東
京
で
い
え
ば
「
表
参
道
で
働
く
綺

麗
な
人
が
煎
餅
を
カ
ッ
コ
よ
く
食
し

な
が
ら
歩
く
」
と
い
っ
た
付
加
価
値

を
考
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
会
社
は
火

の
車
。
許
さ
れ
た
経
営
資
源
の
中
で

    

流
通
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

流
通
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

セ
ン
ベ
イ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
学
ぶ

セ
ン
ベ
イ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　

    

顧
客
の
先
入
観
を
壊
す
こ
と
が
重
要

顧
客
の
先
入
観
を
壊
す
こ
と
が
重
要

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、
機
能
性
＝

チ
ャ
ッ
ク
付
き
パ
ウ
チ
包
装
、
コ
ス

パ
＝
商
品
に
な
ら
な
い
割
れ
た
煎
餅

の
活
用
、
低
予
算
＝
自
作
デ
ザ
イ
ン

の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
柱
に
取
り

組
み
を
始
め
、
工
場
の
軒
先
で
直
販

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
下

請
時
に
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
顧
客
の
生
の
声
が
多
く
得
ら
れ
、

以
降
の
商
品
開
発
に
役
立
っ
た
と
当

時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
催
事
な
ど
で
得
ら
れ
た

声
を
元
に
顧
客
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
煎
餅
を
ど
う
組
み
入
れ
て
接
点
を

増
や
す
か
に
重
点
を
置
き
、
高
級
ホ

テ
ル
や
一
流
企
業
と
コ
ラ
ボ
を
果
た

す
な
ど
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
笠
原
講
師
は
、
セ
ン
ベ
イ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い

て
「
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
世
代
で
、

そ
れ
が
思
い
浮
か
ん
だ
だ
け
な
ん
で

す
」
と
謙
遜
し
な
が
ら
話
し
た
一
方

で
、「
好
き
な
映
画
や
音
楽
の
セ
リ
フ
、

歌
詞
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と

が
多
い
。
身
近
な
こ
と
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
る
こ
と
が
割
と
重
要
で
す
」
と

ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
上
で
の
コ
ツ

を
伝
授
し
て
い
ま
し
た
。

講演する笠原講師

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します。
全 国 商 工 会 議 所

ビジネス総合
保 険 制 度

ここがおすすめ

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険 　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化して
加入可能

●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業活動遂行、管理
下財物）リスクを総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のための資金を確保
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 ●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明
点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の
経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。　

最大

約33%
割引

2023年5月
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動 向

　
建
設
部
会
（
影
井
一
清
部
会
長
）

は
、
10
月
７
日
（
月
）
か
ら
８
日
（
火
）

に
か
け
て
、
茨
城
県
内
に
地
上
設
置

型
の
防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
の
ほ
か
地
下

シ
ェ
ル
タ
ー
の
視
察
を
行
い
、
部
会

員
ら
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
視
察
は
、
近
年
頻
発
す

る
地
震
・
豪
雨
と
い
っ
た
自
然
災
害
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
に
見
る
急
速
な

世
界
情
勢
の
悪
化
な
ど
日
本
も
決
し

て
安
全
な
状
況
で
は
な
い
こ
と
を
鑑

み
、「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
し
た

も
の
で
す
。

　
視
察
初
日
は
、
は
じ
め
に
茨
城
県

結
城
市
で
地
上
設
置
型
の
シ
ェ
ル

タ
ー
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
直
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
を
視
察
し
、
シ
ェ

ル
タ
ー
開
発
責
任
者
の
古
谷
野
喜
光

取
締
役
専
務
か
ら
製
造
に
至
っ
た
経

緯
や
シ
ェ
ル
タ
ー
実
物
の
構
造
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
有
事
を
あ
ま
り
想
定
し

て
こ
な
か
っ
た
日
本
で
は
、
シ
ェ
ル

タ
ー
の
普
及
率
が
他
の
先
進
国
に
比

べ
て
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
は
コ
ス
ト
の
問

題
や
日
本
が
島
国
と
い
う
特
性
（
地

下
水
が
出
や
す
い
）
か
ら
、
当
社
で
は

地
上
設
置
型
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
製
造

を
始
め
た
と
い
い
ま
す
。
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
警
報
が
鳴
っ
た
場
合
や
自
然
災

害
が
発
生
し
た
際
の
一
時
避
難
先
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お

り
、
放
射
能
や
生
物
化
学
兵
器
も
イ

ス
ラ
エ
ル
製
の
特
別
な
フ
ィ
ル
タ
ー

で
遮
断
で
き
る
仕
様
と
な
っ
て
い
ま

す
。
外
部
も
強
い
衝
撃
に
耐
え
得
る

特
殊
な
塗
料
で
補
強
さ
れ
る
な
ど
、

  

建
設
部
会
視
察
研
修
会

建
設
部
会
視
察
研
修
会

地
上
型・地
下
型
の
防
災・核
シ
ェ
ル
タ
ー
を
見
学

地
上
型・地
下
型
の
防
災・核
シ
ェ
ル
タ
ー
を
見
学

　
　
　

　
　
　
　　

    

有
事
を
想
定
し
シ
ェ
ル
タ
ー
の
構
造
を
学
ぶ

有
事
を
想
定
し
シ
ェ
ル
タ
ー
の
構
造
を
学
ぶ

非
常
に
頑
丈
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
一
方
で
、
人
を
収
容
す
る
建

物
に
対
す
る
法
律
の
基
準
が
厳
し
く
、

居
住
空
間
の
確
保
に
課
題
を
有
す
る

な
ど
有
事
の
際
の
新
た
な
法
整
備
が

必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
同
つ
く
ば
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
核
シ
ェ
ル
タ
ー
協
会
を
訪
れ
、

敷
地
内
の
地
下
に
設
置
さ
れ
た
ス
イ

ス
基
準
の
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
モ
デ
ル

ル
ー
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
は
国
内
に
お
け
る
一
定
の

水
準
を
満
た
し
た
核
シ
ェ
ル
タ
ー

の
普
及
を
目
的
に
２
０
０
３
年
に

設
立
し
、
建
設
会
社
を
中
心
と
し
た

１
２
０
社
の
賛
助
会
員
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
当
協
会
の
池
田
時
浩

理
事
長
、
内
木
博
喜
事
務
局
長
か
ら

協
会
の
シ
ェ
ル
タ
ー
普
及
の
意
義
や

や
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
の
モ
デ
ル
ル
ー

ム
内
の
構
造
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
ル
ー
ム
は
収
容
人
数
16
人

の
核
シ
ェ
ル
タ
ー
で
、
地
下
５
メ
ー

ト
ル
の
場
所
に
造
ら
れ
、
２
０
０
ミ

リ
の
厚
さ
の
防
爆
扉
や
放
射
能
、
生

物
化
学
兵
器
に
対
応
し
た
換
気
装
置

等
、
防
爆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く

設
置
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
非
常
食
保

管
庫
、
井
戸
水
対
応
の
簡
易
ト
イ
レ
、

井
戸
水
を
汲
み
上
げ
る
手
動
ポ
ン
プ

な
ど
も
あ
り
、
独
特
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
世
界
情
勢
の
悪
化
か
ら
、

国
や
自
治
体
か
ら
の
視
察
受
入
れ
も

増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
日
本
で

も
有
事
を
想
定
し
た
防
災
機
能
の
早

期
整
備
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
た

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

※
同
日
、
視
察
を
終
え
て
都
内
に
戻

り
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

ご
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
石
破
茂
首
相

が
挨
拶
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

報
告
＝
経
済
振
興
部
課
長

佐
藤
　
順（
建
設
部
会
担
当
）

地上型シェルターを見学する部会員

挨拶に寄ってくださった石破首相ら
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動 向

　
企
画
政
策
委
員
会
（
平
井
耕
司
委

員
長
）
は
10
月
３
日
（
木
）、
鳥
取

市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所

ビ
ル
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
会

員
企
業
20
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
企
画
政
策
委
員
会
で
は
、
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
・
Ｄ
Ｘ
化
が
進
む
時
代
で

あ
っ
て
も
、
一
番
重
要
な
経
営
資
源

は
「
人
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基

づ
き
、「
人
材
」「
人
材
育
成
」
に
焦

点
を
当
て
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
企
業
の
経
営
者
に
行
っ
た
調

査
結
果
な
ど
か
ら
も
人
材
育
成
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
一

方
で
当
地
は
体
系
的
に
人
材
育
成

を
実
施
し
て
い
る
場
所
が
少
な
い
と

い
っ
た
声
も
多
い
こ
と
か
ら
、
全
て

の
業
界
に
共
通
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
や
知
識
を
体
系
的
に
提
供
で
き
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
の
実
現
を

目
指
し
、
こ
の
度
、
第
一
弾
と
し
て

本
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
近
畿
や
東
海
、
関

東
地
区
の
商
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
を
受
託
し
て
い
る
㈱
ミ
ラ
イ
フ
経

営
総
研
の
協
力
を
得
て
実
施
。

　
講
師
に
総
務
・
人
事
チ
ー
フ
教
育

担
当
の
大
田
善
理
子
氏
を
迎
え
、
自

分
の
癖
を
知
る
こ
と
や
仕
事
を
す
る

上
で
必
要
な
顧
客
と
の
接
し
方
、
印

象
を
良
く
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
上

げ
る
た
め
の
ス
キ
ル
や
知
識
を
学
び

ま
し
た
。

　
第
２
弾
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
12
月
11

日
（
水
）、「
経
理
実
務
講
座
」
を
実

施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

  

企
画
政
策
委
員
会
が
企
画

企
画
政
策
委
員
会
が
企
画

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
実
現
に
向
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
実
現
に
向
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

  

コ
ミ
ュ
力
が
業
績
向
上
の
カ
ギ

コ
ミ
ュ
力
が
業
績
向
上
の
カ
ギ

自己紹介をしあう受講生ら

我が社では、有期契約労働者が無期転換申込権を行使した場合には、雇

用期間が無期になるだけでその他の労働条件は変更されない扱いにし

ています。このたび無期転換申込権を行使した無期転換労働者について賃金引

き上げを行うことを考えていますが、どのような点に注意すればよいでしょうか。

今回は無期転換労働者の待遇格差について説明します。パートタイム・

有期契約労働法８条は、正社員と有期契約労働者との均等待遇を求めて

いるところ、無期転換申込権を行使せず有期契約労働者のままであれば正社員

との待遇格差の是正を求めることができるにもかかわらず、無期転換申込権を行使して無期転換労働者

になったとたんに是正を求めることができなくなるのは不合理です。

　そこで、雇用期間が無期になるだけでその他の労働条件は変更されない扱いが正社員との均衡待遇に

反するとして労働契約法７条に違反し無効であるとして、あるいはパートタイム・有期契約労働法８条

に違反するとして是正を求められる可能性があります。

　これへの会社側の対応としては、パートタイム・有期契約労働法８条に違反しないよう有期契約労働

者の待遇を改善するとともに無期転換労働者の待遇をこれと変更しない扱いとすることが考えられます。

　他方で、本件のように無期転換申込権を行使した無期転換労働者の賃金引き上げを行うのであれば、

今度は有期契約労働者からパートタイム・有期契約労働法９条違反を理由とする損害賠償請求を受ける

可能性があります。

　これへの会社側の対応としては、職務の内容や、職務内容・

配置の変更範囲を有期契約労働者と異なる内容にしておく

必要があります。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
164

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 無期転換労働者の待遇格差無期転換労働者の待遇格差
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
は
10
月
３
日

（
木
）、
製
造
業
の
最
先
端
技
術
を
学

ぼ
う
と
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
西
日
本
最
大
級
の
「
も
の
づ

く
り
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
４
」
を
視
察

し
、
部
会
員
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
や

就
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
技
能
継
承

問
題
な
ど
の
経
営
課
題
を
抱
え
る
製

造
業
。
人
口
減
少
社
会
に
向
け
、
業

務
の
効
率
化
・
自
動
化
や
生
産
性
向

上
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
も

ら
お
う
と
、
最
先
端
の
製
品
や
技
術

が
集
結
す
る
展
示
会
の
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
展
示
会
は
、
機
械
部
品
や
切
削
な

ど
の
加
工
技
術
を
展
示
す
る
機
械
要

素
技
術
展
や
設
計
・
製
造
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
、
次
世
代
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
展
な
ど
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に

10
構
成
で
開
か
れ
、
９
８
９
社
が
出

展
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
製
品
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
商
談

が
活
発
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
最
先
端

の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

て
発
想
が
広
が
っ
た
。
自
社

で
生
か
し
て
い
き
た
い
」「
製

品
の
比
較
が
で
き
た
。
自

社
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去

に
同
展
示
会
に
来
場
し
た
参
加
者
は

「
急
速
な
時
代
の
変
化
を
感
じ
た
。

以
前
に
比
べ
て
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
の

出
展
が
増
え
て
い
る
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
済
振
興
課
課
長
補
佐

　
　
　
清
水
綾
子（
工
業
部
会
担
当
）

  

工
業
部
会
が
視
察
研
修
を
実
施

工
業
部
会
が
視
察
研
修
を
実
施

も
の
づ
く
り
の
最
先
端
技
術
を
学
ぶ

も
の
づ
く
り
の
最
先
端
技
術
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

  

加
速
す
る
製
造
業
の
技
術
革
新

加
速
す
る
製
造
業
の
技
術
革
新

３日間で31,007人が来場した展示会

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口 ０８５７-５２-５８９４相談無料
受託機関：一般社団法人鳥取県発明協会（鳥取市若葉台南7 - 5 - 1）

いんぴっと

：to r imado@ to r i t o n . o r . j p

お気軽に
ご相談
ください

◆お店を開きたい
◆会社を設立したい
◆異業種に進出したい

創業
◆ホームページを作成したい
◆ECサイトを活用したい
◆商品やサービスをアピールしたい
◆商談展示会に出展したい

ＰＲ
営業

経営
管理

◆図面・製造ノウハウの
開示を求められた

◆海外に進出・販売したい
◆競合の状況が知りたい

秘密厳守

技術
開発◆商品を開発したい

◆他社と共同開発したい
◆開発や製造を他社に委託したい

知財無料相談会 ・会 場：鳥取商工会議所 会議室
・相談員：INPIT鳥取県知財総合支援窓口 支援担当者

知財無料相談会は鳥取商工会議所とＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口が連携して開催しております。

秘匿情報の保護
管理、海外での
権利化、市場調査

イラスト・写真・
キャッチコピー・
キャラクター（著作権）

商品名・商品ロゴ
（商標権）
商品デザイン
（意匠権）

先行技術調査、
委託契約

【申込・問い合わせ】 鳥取商工会議所 経営支援一課 ☎ 0857-32-8005

毎月
第1金曜日
13：00-16：00
（事前予約制）
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動 向

　
商
品
の
魅
力
を
伝

え
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が
10
月

９
日
（
水
）、
鳥
取
市

本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で

開
か
れ
、
会
員
事
業

所
の
社
員
ら
18
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
三
原
美

奈
子
デ
ザ
イ
ン
代
表

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
三
原
美
奈

子
氏
が
務
め
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
作
成
方
法

や
発
注
方
法
、
売
上

ア
ッ
プ
の
成
功
事
例
な
ど
を
指
南
し

ま
し
た
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
商

品
を
保
護
す
る
た
め
と
、
デ
ザ
イ
ン

や
形
状
で
商
品
内
容
を
伝
え
る
も
の
。

消
費
者
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
か

ら
商
品
内
容
だ
け
で
な
く
、
企
業
や

団
体
を
知
る
こ
と
に
な
る
と
話
す
三

原
講
師
は
「
企
業
や
商
品
イ
メ
ー
ジ

の
価
値
の
た
め
に
も
デ
ザ
イ
ン
そ
の

も
の
に
予
算
を
か
け
る
こ
と
も
必
要
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
原
講
師
は
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
す

る
時
の
注
意
点
に
言
及
。
重
要
な
こ

と
は
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
や
要
望
を

可
視
化
す
る
役
目
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

意
志
共
有
す
る
こ
と
で
、
曖
昧
な
依

頼
で
は
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
と
述

べ
ま
し
た
。
多
く
の
情
報
が
ほ
し
い

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協
働
す
る
た
め
に
は
、

商
品
の
情
報
や
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
、

予
算
な
ど
を
整
理
し
た
発
注
書
の
作

成
が
望
ま
し
い
と
助
言
し
ま
し
た
。

　
売
上
ア
ッ
プ
の
成
功
事
例
で
は
、

商
品
の
第
一
印
象
や
イ
メ
ー
ジ
が
売

り
上
げ
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
た

め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
色
彩
や
デ
ザ
イ

ン
、
商
品
を
生
か
し
た
形
状
に
こ
だ

わ
っ
た
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講演する三原講師

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.61Vol.61

【犯罪被害者週間】
　「犯罪被害者週間」は、
　　令和６年11月25日（月）から
� 同年12月１日（日）までの１週間
　　　・犯罪被害者等が置かれている状況

・犯罪被害者等の名誉や生活の平穏への配慮
の重要性

等について、皆さんに御理解いただくことを目的
として行われるものです。

【犯罪被害者等のための相談窓口】
　◎警察
　　警察総合相談電話
　　　♯9110又は0857－27－9110
　　性犯罪110番　♯8103（ハートさん）
　◎警察以外
　　鳥取県犯罪被害者総合サポートセンター

　０１２０－００－０３２５

　　（公社）とっとり被害者支援センター
　　０１２０－４３－０８７４

　　性暴力被害者支援センターとっとり
　　　０１２０－９４６－３２８

【警察で行っている主な公費支出制度】
・身体犯被害者・性犯罪被害者の医療費
・カウンセリング費用
・精神科等受診費用
・住宅復旧費用
・緊急避難場所の宿泊費用

【犯罪被害給付制度】
　故意の犯罪行為により亡くなられた方の御遺族や、
重傷病又は障害という重大な被害を受けた被害者の
方々に対して、国が一時金として給付金を支給し、
犯罪被害等を早期に軽減するとともに、再び平穏な
生活を営むことができるよう支援するものです。

犯罪被害者週間等について犯罪被害者週間等について

パッケージデザインセミナーパッケージデザインセミナー

デザイナーと意志の共有をデザイナーと意志の共有を
パッケージは企業の｢顔｣！パッケージは企業の｢顔｣！
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
は
、
創
業
を
目

指
し
て
い
る
人
や
創
業
後
間
も
な
い

人
を
対
象
に
し
た
「
と
っ
と
り
創
業

塾
」
を
９
月
28
日
（
土
）
か
ら
10
月

12
日
（
土
）
ま
で
の
計
５
回
に
わ
た

り
、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商

工
会
議
所
ビ
ル
で
開
催
し
、
14
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
中
四
国
・
九
州
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
、
や
ま
ぐ
ち
総
合

研
究
所
㈲
取
締
役
所
長
の
中
村
伸
一

氏
を
招
き
、
起
業
の
心
構
え
や
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
り
方
な
ど
の
基
礎

知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
開
講
に
あ
た
っ
て
中
村
講
師
は

「
起
業
は
自
分
を
う
ま
く
生
か
し
、

自
身
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」
と
述
べ
て
講
義
が

ス
タ
ー
ト
。
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
受
講
生
自
身
の
棚
卸
し
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

な
ど
を
行
い
、
10
年
後
の
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
を
書
き
出
し
ま
し
た
。
受
講

生
は
座
学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
講
義
を
通
し
て
、
聞
き
慣
れ
な
い

用
語
に
苦
心
し
な
が
ら
も
経
営
に
必

要
な
知
識
を
習
得
。
受
講
生
の
仲
間

た
ち
と
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
な
が

ら
、
事
業
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
一
人
一
人
が
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
他
の
受
講
生

が
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
話

し
合
う
交
流
会
を
実
施
。
講
義
の
最

後
に
中
村
講
師
は
「
一
歩
を
踏
み
出

し
た
皆
さ
ん
に
は
持
続
可
能
な
経
営

を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
、
５
日
間
に
わ
た
る
「
と
っ
と

り
創
業
塾
」
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
営
支
援
二
課
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
龍
二

  

と
っ
と
り
創
業
塾
を
開
催

と
っ
と
り
創
業
塾
を
開
催

1414
人
が
事
業
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
作
成

人
が
事
業
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　

  

創
業
支
援
の
プ
ロ
か
ら
学
ぶ

創
業
支
援
の
プ
ロ
か
ら
学
ぶ

講義する中村講師
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【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
池
田
薬
局

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
池
田
　
尚
代

◆
㈱
日
本
海
自
動
車
学
校

　
代
表
取
締
役
＝
竹
内
　
茂
喜

◆
㈱
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
鳥
取
工
場

　
工
場
長
＝
小
倉
　
克
廣

◆
㈱
ブ
ラ
イ
ト
ン
鳥
取
工
場

　
工
場
長
＝
薮
内
　
広
道

◆
フ
ジ
タ
電
気
設
備
㈲

　
代
表
取
締
役
＝
藤
田
　
良
二

◆
日
本
生
命
保
険

鳥
取
支
社

　
支
社
長
＝
甲
斐
　
裕
章

◆
㈲
鳥
取
水
共
社

　
代
表
取
締
役
＝
高
橋
　
洋
一
郎

◆
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
鳥
取
支
店

　
支
店
長
＝
河
野
　
明
百

◆
㈲
大
冨
工
業

　
代
表
取
締
役
＝
守
田
　
俊
一

◆
㈲
和
島
鉄
工
所

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
倭
島
　
考
史

◆
㈱
ナ
オ
モ
ト
テ
ク
ノ

　
代
表
取
締
役
＝
直
本
　
行
雄

◆
大
宝
工
業
㈱
関
西
カ
ン
パ
ニ
ー

　
鳥
取
工
場
　

　
常
務
兼
工
場
長
＝
蓮
尾
　
大
作

◆
松
栄
㈱
鳥
取
支
店

　
支
店
長
＝
阪
本
　
義
和

◆
㈱
日
本
海
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

　
代
表
取
締
役
＝
佐
々
木
　
誠

◆
セ
コ
ム
㈱
鳥
取
統
轄
支
社

　
統
轄
支
社
長
＝
新
道
　
雅
義

◆
富
国
生
命
保
険

鳥
取
支
社

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略
・

順
不
同

９
月
16
日
～
10
月
15
日
届
け
出
分

◆
山
陰
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
鳥
取
家
電

営
業
所
→
山
陰
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱

く
ら
し
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
門
鳥

取
営
業
所

【
住
所
変
更
】

◆
観
光
タ
ク
シ
ー
㈱

　
鳥
取
市
吉
成
５
１
０
→
鳥
取
市
行

徳
１
丁
目
２
０
１
番
地
４

◆
㈱
葵

　
鳥
取
市
雲
山
１
４
７
―
７
→
鳥
取

市
雲
山
１
１
５
―
10

◆
㈱
日
本
旅
行
鳥
取
支
店

　
鳥
取
市
東
品
治
町
１
１
１
―
６
→

鳥
取
市
富
安
２
丁
目
１
５
９
久
本

ビ
ル
２
階

◆
と
り
け
ん
サ
ポ
ー
ト
㈱

　
鳥
取
市
湖
山
町
北
６
丁
目
４
４
８

番
地
25
→
鳥
取
市
相
生
町
４
丁
目

４
１
１
番
地
（
一
財
）
鳥
取
県
観
光
事

業
団
ビ
ル
３
号
室

　
代
表
者
お
よ
び
社
名
、
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課
（
℡

０
８
５
７
―
３
２
―
８
０
０
２
）
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
本
欄
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
課
長
＝
松
橋
　
紀
史

◆
㈱
山
陰
中
央
新
報
社
鳥
取
総
局

　
総
局
長
＝
桝
井
　
映
志

◆
マ
ル
イ
チ
㈱
鳥
取
営
業
所

　
所
長
＝
青
山
　
承
孝

◆
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
鳥
取
支
店

国
民
生
活
事
業

　
事
業
統
轄
＝
秋
山
　
修
一
郎

◆
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

　
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＝
小
野
　
久
人

◆
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
㈱
鳥
取
支
店
鳥
取
支
社

　
支
社
長
＝
小
野
　
伸
治

◆
岡
田
電
工
㈱
鳥
取
営
業
所

　
所
長
＝
中
島
　
建
治

◆
㈱
鴻
南

　
代
表
取
締
役
＝
魚
嵜
　
喬

◆
㈱
ナ
ン
バ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
鳥
取
店

　
店
長
＝
櫻
井
　
頼
生

【
社
名
変
更
】

◆
観
光
タ
ク
シ
ー
㈲
→
観
光
タ
ク

シ
ー
㈱

◆
㈱
日
本
旅
行
Ｔ
ｉ
Ｓ
鳥
取
支
店
→

㈱
日
本
旅
行
鳥
取
支
店

◆
㈱
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
フ
ェ
ラ
イ
ト
電

子
→
㈱
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
鳥
取
工
場

◆
㈱
ブ
ラ
イ
ト
ン
鳥
取
営
業
所
→
㈱

ブ
ラ
イ
ト
ン
鳥
取
工
場

　
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ

Ｏ
の
鳥
取
商
工

会
議
所
職
務
執

行
者
が
、
長
谷

泰
彦
氏
か
ら
土

橋
勉
氏
（
執
行
役
員
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
＝
写

真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

議議    

員員    

交交    

代代

　
㈱
商
工
組
合

中
央
金
庫
鳥
取

支
店
の
鳥
取
商

工
会
議
所
職
務

執
行
者
が
、
田

中
圭
介
氏
か
ら
高
橋
陽
一
郎
氏
（
支

店
長
）
＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し

た
。

動 向
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　簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と

財政状態を明らかにする技能です。

　日商簿記を取得することで、企業の経営活動を会計の側面から

理解することができるようになります。

　例えば、簿記の知識を持って財務諸表を見れば、企業活動を把握

し投資判断や事業・経営のあり方を考えることができます。

日商簿記で経営管理能力を身につける 

極めて高度な商業簿記・会計学・工業簿記・原価計算を
修得し、企業会計に関する法規を踏まえて、経営管理や
経営分析を行うことができるレベル

基本的な商業簿記を修得し、小規模企業における企業活
動や会計実務を踏まえ、経理関連書類の適切な処理を行
うことができるレベル

高度な商業簿記・工業簿記（原価計算を含む）を修得し、
財務諸表の数字から経営内容を把握できるなど、企業活
動や会計実務を踏まえ適切な処理や分析を行うことがで
きるレベル

初級：簿記の基本用語や複式簿記の仕組みを理解し、
業務に利活用することができるレベル

原価計算初級：原価計算の関係を分析・理解し、事業の
収益性を把握することができるレベル

日商検定 
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Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
は
９
月
28
日
、若

桜
街
道
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た「
若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん

ぽ
〜
出
張
！
鳥
取
ま
ち
な
か
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
！
」の
運
営

に
協
力
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会

を
含
め
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
は
、鳥
取
市
、若
桜
街
道
商
店
街
組
合

と
共
に
企
画
を
重
ね
、商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。28
日
に
は
お
城
ま
つ
り
の

時
代
行
列
も
開
催
さ
れ
、ル
ー
ト
を
商
店
街
経
由
に
設
定

す
る
な
ど
、２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
っ

た
取
り
組
み
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
商
店
街
で
は
、地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
や
フ
ー
ド
が
並
び
、訪
れ
た
人
は
お
気
に
入
り
の
一
杯

を
手
に
、街
歩
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。各
所
で
行
わ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
も
好
評
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
市
民
が
、地
元
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
は
、地
域

イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参
画
し
、地
元

の
活
性
化
、に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
。新
し
い
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
魅
力
を
さ

ら
に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
　
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

西
根
　
健
太

310
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
木
枯
ら
し
の
吹
く
季
節
と
な
り
、
冬
の
足

音
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

街
路
樹
の
葉
も
鮮
や
か
に
色
づ
き
、
紅
葉
が

美
し
い
季
節
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
末
に
向

け
て
、
多
忙
な
日
々
が
続
く
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
目
の
前

の
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
努

力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
９
月
28
日
に
は
「
若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん

ぽ
〜
出
張
！
鳥
取
ま
ち
な
か
ビ
ア
フ
ェ
ス

タ
！
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
同
日
か
ら
29

日
に
は
「
奴
隊
の
時
代
行
列
」
と
「
第
25
回

鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
特
に
鳥
取
駅
構
内
で
の
奴

踊
り
の
披
露
が
あ
り
、
県
外
か
ら
来
ら
れ
た

方
々
や
、
駅
周
辺
を
観
光
さ
れ
て
い
た
外
国

人
観
光
客
に
多
く
足
を
止
め
て
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
瞬
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
夕
方
以
降
は
若
桜
商
店
街
に
も
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
で
の
交

流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
に
秋
の
夜

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
29
日
の
お
城
ま
つ

り
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
縁
日
ブ
ー
ス

の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
参
加
者
は
６
０
０
人
を
超
え
、
縁
日
と
と

も
に
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
じ
、
城
跡
エ
リ
ア
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
で
き
た
こ
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
地
元
の
観
光
資
源
や
街
に
対
す

る
愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
大

き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
に
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事

業
「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検
–
松
江
城
下

町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
に
、
27
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
山
口
市
や
倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
た
後
、

今
年
は
松
江
市
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

毎
回
、
新
た
な
仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

訪
れ
た
街
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
多
く
の

知
見
を
得
ら
れ
ま
す
。
現
代
の
情
報
化
社
会

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
簡
単
に
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
現
地
に
足
を
運
び

「
見
る
・
触
れ
る
・
感
じ
る
」
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
10
月
９
日
に
は
、
10
月
例
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
担
当
は
政
策
提
言
委
員
会
で
、

活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の

学
び
の
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
政
策
提
言
活

動
は
、
難
し
く
思
わ
れ
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、

実
は
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
に
も
ヒ
ン
ト

や
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
例
会
を
通
じ
、
今
年
度
の
政
策
提
言
や

来
年
度
以
降
の
提
言
活
動
に
つ
な
が
る
有
意

義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
地
域
の
活
性
化
や

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
じ
て
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
政
策
提
言
委
員
会
は
10
月
９
日
、
10
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
政
策

提
言
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
一
丁
目
一
番
地
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
会
員
に
と
っ

て
は
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
身
近
で
取
り
組
み
や
す
い
も
の

と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
企
画
し
ま
し
た
。

　
例
会
で
は「
そ
も
そ
も
政
策
提
言
と
は
？
」を
マ
ン
ガ
で
紹
介
し
つ
つ
、

分
か
り
や
す
く
抜
粋
し
た
内
容
を
寸
劇
で
説
明
し
ま
し
た
。今
年
度
は「
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」が
強
く
感
じ
ら
れ
る
提
言
を
目
指
し
、
活
動
を
進
め

て
い
る
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。

　「
過
去
の
提
言
事
例
紹
介
」で
は
、
３
つ
の
提
言
を
紹
介
し
、
今
も
街
の

中
で
提
言
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
議
題
出
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
を
ブ

レ
ス
ト
方
式
で
開
催
し
発
表
。
例
会
の
入
り
の
部
分
と
、
提
言
と
し
て
真

剣
に 

取
り
組
ん
で
い
く
部
分
、
過
去
の
提
言
を
振
り
返
り
確
か
め
会
う
部

分
、
そ
し
て
何
よ
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
に
ぎ
や
か
な
ア
イ
デ
ィ
ア
出

し
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
取
り
が
展
開
さ
れ
、
企
画
に
沿
っ
た
例
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
政
策
提
言
委
員
会
は
い
よ
い
よ
今
年
度
の
政
策
提
言
の
仕
上
げ
に
向
か

い
ま
す
。
こ
の
提
言
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、
価
値
の
高
い
も
の
に
な
る
よ

う
、委
員
会
全
員
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

政
策
提
言
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本
　
雄
司
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

10
月
例
会
開
催

10
月
例
会
開
催

　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
は
10
月
13
日
、

第
３
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検

-

松
江
城
下
町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」を
島
根
県
松
江
市
で
開
催
、

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
は
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業

は
今
回
、
総
勢
２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
松
江
の
街
を
歩

き
、
松
江
市
内
の
観
光
名
所
を
巡
る
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
、
数
人
の
チ
ー
ム
で
、
食
や
文
化

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
会
場
と

な
る
街
の
魅
力
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
松
江
商
工
会
議

所
青
年
部
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
下
、
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
委
員
会

が
一
丸
と
な
っ
た
活
動
で
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
を
象
徴
す
る
事
業

へ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
の
一
歩
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
交
流
事
業
は
継
続
し
ま

す
。
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
サ

ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の
交
流
、
研
さ
ん

に
つ
な
が
る
よ
う
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
連
携
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
委
員
会 

委
員
長

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部 

対
外
交
流
特
別
委
員
会 

委
員
長

　
　
　
　
　
　 

西
川
　
朋
宏

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
９
月
28
日
、
29
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
25
回
鳥
取
三
十

二
万
石
お
城
ま
つ
り
」に
参
画
し
ま
し
た
。
長
く
携
わ
り
、歴
史
を
共
に

し
て
き
た
祭
り
に
今
年
も
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
街
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
、活
動
し
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
時
代
行
列
が
行
わ
れ
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
奴
隊
と
し
て
参
加
。Ｙ
Ｅ

Ｇ
精
鋭
の
踊
り
手
が
街
を
練
り
歩
き
、
き
な
ん
せ
広
場
、
鳥
取
駅
構
内
、

ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
開
催
中
の
若
桜
街
道
で
奴
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
29
日
は
お
城
ま
つ
り
内
の
ブ
ー
ス
で
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

こ
ど
も
縁
日
を
行
い
ま
し
た
。鳥
取
大
学
の
学
生
と
共
同
で
企
画
を
練
り
、

ス
タ
ン
プ
を
重
ね
て
押
す
こ
と
で
〝
二
ノ
丸
三
階
櫓
〞
が
完
成
す
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、鳥
取
城
に
ち
な
ん
だ
こ
ど
も
縁
日
な
ど
、趣
向
を
凝

ら
し
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。
６
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
鳥
取
城

跡
を
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
巡
っ
た
ほ
か
、縁
日
で
は
子
ど
も
た

ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
、大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
は
と
て
も
印
象
的
で
、
こ
れ
が
楽
し
い

思
い
出
と
な
り
、鳥
取
城
に
興
味
、誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
い
た
だ
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
タ
ッ
フ
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
来
場
者
や
観
客
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

                             

　 

鳥
取
お
城
委
員
会 

委
員
長 

河
田
　
圭
太

ビアフェスタの様子

第
25
回
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

第
25
回
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ

〜
出
張
！
鳥
取
ま
ち
な
か
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
！
〜

「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検
・
松
江
城
下
町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」

「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検
・
松
江
城
下
町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業

参加したメンバー

参加したメンバー

奴踊り

ロゲイニングの様子

グループワークの様子

高藤会長あいさつ
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Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
は
９
月
28
日
、若

桜
街
道
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た「
若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん

ぽ
〜
出
張
！
鳥
取
ま
ち
な
か
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
！
」の
運
営

に
協
力
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会

を
含
め
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
は
、鳥
取
市
、若
桜
街
道
商
店
街
組
合

と
共
に
企
画
を
重
ね
、商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。28
日
に
は
お
城
ま
つ
り
の

時
代
行
列
も
開
催
さ
れ
、ル
ー
ト
を
商
店
街
経
由
に
設
定

す
る
な
ど
、２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
っ

た
取
り
組
み
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
商
店
街
で
は
、地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
や
フ
ー
ド
が
並
び
、訪
れ
た
人
は
お
気
に
入
り
の
一
杯

を
手
に
、街
歩
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。各
所
で
行
わ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
も
好
評
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
市
民
が
、地
元
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
は
、地
域

イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参
画
し
、地
元

の
活
性
化
、に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
。新
し
い
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
魅
力
を
さ

ら
に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
　
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

西
根
　
健
太

310
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〈令和６年度日本YEGスローガン〉
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会
長
あ
い
さ
つ

　
木
枯
ら
し
の
吹
く
季
節
と
な
り
、
冬
の
足

音
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

街
路
樹
の
葉
も
鮮
や
か
に
色
づ
き
、
紅
葉
が

美
し
い
季
節
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
末
に
向

け
て
、
多
忙
な
日
々
が
続
く
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
目
の
前

の
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
努

力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
９
月
28
日
に
は
「
若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん

ぽ
〜
出
張
！
鳥
取
ま
ち
な
か
ビ
ア
フ
ェ
ス

タ
！
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
同
日
か
ら
29

日
に
は
「
奴
隊
の
時
代
行
列
」
と
「
第
25
回

鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
特
に
鳥
取
駅
構
内
で
の
奴

踊
り
の
披
露
が
あ
り
、
県
外
か
ら
来
ら
れ
た

方
々
や
、
駅
周
辺
を
観
光
さ
れ
て
い
た
外
国

人
観
光
客
に
多
く
足
を
止
め
て
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
瞬
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
夕
方
以
降
は
若
桜
商
店
街
に
も
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
で
の
交

流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
に
秋
の
夜

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
29
日
の
お
城
ま
つ

り
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
縁
日
ブ
ー
ス

の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
参
加
者
は
６
０
０
人
を
超
え
、
縁
日
と
と

も
に
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
じ
、
城
跡
エ
リ
ア
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
で
き
た
こ
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
地
元
の
観
光
資
源
や
街
に
対
す

る
愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
大

き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
に
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事

業
「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検
–
松
江
城
下

町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
に
、
27
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
山
口
市
や
倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
た
後
、

今
年
は
松
江
市
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

毎
回
、
新
た
な
仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

訪
れ
た
街
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
多
く
の

知
見
を
得
ら
れ
ま
す
。
現
代
の
情
報
化
社
会

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
簡
単
に
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
現
地
に
足
を
運
び

「
見
る
・
触
れ
る
・
感
じ
る
」
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
10
月
９
日
に
は
、
10
月
例
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
担
当
は
政
策
提
言
委
員
会
で
、

活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の

学
び
の
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
政
策
提
言
活

動
は
、
難
し
く
思
わ
れ
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、

実
は
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
に
も
ヒ
ン
ト

や
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
例
会
を
通
じ
、
今
年
度
の
政
策
提
言
や

来
年
度
以
降
の
提
言
活
動
に
つ
な
が
る
有
意

義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
地
域
の
活
性
化
や

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
じ
て
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
政
策
提
言
委
員
会
は
10
月
９
日
、
10
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
政
策

提
言
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
一
丁
目
一
番
地
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
会
員
に
と
っ

て
は
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
身
近
で
取
り
組
み
や
す
い
も
の

と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
企
画
し
ま
し
た
。

　
例
会
で
は「
そ
も
そ
も
政
策
提
言
と
は
？
」を
マ
ン
ガ
で
紹
介
し
つ
つ
、

分
か
り
や
す
く
抜
粋
し
た
内
容
を
寸
劇
で
説
明
し
ま
し
た
。今
年
度
は「
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」が
強
く
感
じ
ら
れ
る
提
言
を
目
指
し
、
活
動
を
進
め

て
い
る
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。

　「
過
去
の
提
言
事
例
紹
介
」で
は
、
３
つ
の
提
言
を
紹
介
し
、
今
も
街
の

中
で
提
言
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
議
題
出
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
を
ブ

レ
ス
ト
方
式
で
開
催
し
発
表
。
例
会
の
入
り
の
部
分
と
、
提
言
と
し
て
真

剣
に 

取
り
組
ん
で
い
く
部
分
、
過
去
の
提
言
を
振
り
返
り
確
か
め
会
う
部

分
、
そ
し
て
何
よ
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
に
ぎ
や
か
な
ア
イ
デ
ィ
ア
出

し
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
取
り
が
展
開
さ
れ
、
企
画
に
沿
っ
た
例
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
政
策
提
言
委
員
会
は
い
よ
い
よ
今
年
度
の
政
策
提
言
の
仕
上
げ
に
向
か

い
ま
す
。
こ
の
提
言
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、
価
値
の
高
い
も
の
に
な
る
よ

う
、委
員
会
全
員
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

政
策
提
言
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本
　
雄
司

発行：令和 6年１1月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

10
月
例
会
開
催

10
月
例
会
開
催

　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
は
10
月
13
日
、

第
３
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検

-

松
江
城
下
町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」を
島
根
県
松
江
市
で
開
催
、

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
は
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業

は
今
回
、
総
勢
２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
松
江
の
街
を
歩

き
、
松
江
市
内
の
観
光
名
所
を
巡
る
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
、
数
人
の
チ
ー
ム
で
、
食
や
文
化

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
会
場
と

な
る
街
の
魅
力
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
松
江
商
工
会
議

所
青
年
部
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
下
、
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
委
員
会

が
一
丸
と
な
っ
た
活
動
で
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
を
象
徴
す
る
事
業

へ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
の
一
歩
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
交
流
事
業
は
継
続
し
ま

す
。
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
サ

ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の
交
流
、
研
さ
ん

に
つ
な
が
る
よ
う
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
連
携
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
委
員
会 

委
員
長

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部 

対
外
交
流
特
別
委
員
会 

委
員
長

　
　
　
　
　
　 

西
川
　
朋
宏

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
９
月
28
日
、
29
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
25
回
鳥
取
三
十

二
万
石
お
城
ま
つ
り
」に
参
画
し
ま
し
た
。
長
く
携
わ
り
、歴
史
を
共
に

し
て
き
た
祭
り
に
今
年
も
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
街
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
、活
動
し
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
時
代
行
列
が
行
わ
れ
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
奴
隊
と
し
て
参
加
。Ｙ
Ｅ

Ｇ
精
鋭
の
踊
り
手
が
街
を
練
り
歩
き
、
き
な
ん
せ
広
場
、
鳥
取
駅
構
内
、

ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
開
催
中
の
若
桜
街
道
で
奴
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
29
日
は
お
城
ま
つ
り
内
の
ブ
ー
ス
で
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

こ
ど
も
縁
日
を
行
い
ま
し
た
。鳥
取
大
学
の
学
生
と
共
同
で
企
画
を
練
り
、

ス
タ
ン
プ
を
重
ね
て
押
す
こ
と
で
〝
二
ノ
丸
三
階
櫓
〞
が
完
成
す
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、鳥
取
城
に
ち
な
ん
だ
こ
ど
も
縁
日
な
ど
、趣
向
を
凝

ら
し
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。
６
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
鳥
取
城

跡
を
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
巡
っ
た
ほ
か
、縁
日
で
は
子
ど
も
た

ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
、大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
は
と
て
も
印
象
的
で
、
こ
れ
が
楽
し
い

思
い
出
と
な
り
、鳥
取
城
に
興
味
、誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
い
た
だ
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
タ
ッ
フ
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
来
場
者
や
観
客
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

                             

　 

鳥
取
お
城
委
員
会 

委
員
長 

河
田
　
圭
太

ビアフェスタの様子

第
25
回
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

第
25
回
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ

〜
出
張
！
鳥
取
ま
ち
な
か
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
！
〜

「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検
・
松
江
城
下
町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」

「
時
空
を
超
え
た
歴
史
探
検
・
松
江
城
下
町
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業

参加したメンバー

参加したメンバー

奴踊り

ロゲイニングの様子

グループワークの様子

高藤会長あいさつ
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10
月
16
日
（
水
）、
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
会
員

12
人
と
事
務
局
１
人
が
岡
山
県
の
問

屋
町
を
訪
問
し
、
卸
商
業
団
地
が
若

者
を
中
心
に
賑
わ
う
街
へ
と
変
わ
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
協
同
組
合
岡
山
県
卸

セ
ン
タ
ー
に
て
、
同
組
合
顧
問
・
長

岡
明
秀
氏
、
事
務
局
長
・
福
田
充
弘

氏
よ
り
「
組
合
設
立
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
（
組
合
と
街
の
変
化
）」「
卸

商
業
団
地
活
性
化
に
関
す
る
取
組

み
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

November 2024 女性会だより11 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

　
問
屋
町
で
視
察
研
修
を
実
施

　
問
屋
町
で
視
察
研
修
を
実
施

　
　
～
卸
商
業
団
地
か
ら
若
者
が
賑
わ
う
街
へ
～

　
　
～
卸
商
業
団
地
か
ら
若
者
が
賑
わ
う
街
へ
～

協同組合岡山県卸センターでの講演

　
長
岡
氏
は
、「
卸
商
業
団
地
設
立

当
初
は
卸
売
業
を
中
心
に
発
展
し
て

い
た
が
、
徐
々
に
卸
売
業
全
体
の
衰

退
が
進
み
、
２
０
０
０
年
頃
に
は
組

合
員
が
減
少
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ

す
店
舗
が
増
え
、
街
が
ゴ
ー
ス
ト
タ

ウ
ン
化
の
危
機
に
直
面
し
た
」
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

当
時
の
卸
商
業
団
地
の
規
制
に
よ
り

飲
食
店
や
小
売
店
の
出
店
、
居
住
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
組
合
の
定
款

に
よ
っ
て
不
動
産
の
売
却
先
に
制
限

が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
組
合
は
、
現
状
を
打
開
す

る
た
め
に
定
款
を
変
更
。
こ
れ
に
よ

り
他
業
種
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
組
合
員
に
よ
る

不
動
産
業
務
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
卸
商
業
団
地
が
持

つ
特
性
や
立
地
が
生
か
さ
れ
る
形

で
再
生
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
特

に
、
交
通
利
便
性
や
建
物
の
一
体
感
、

低
層
の
建
物
の
集
積
、
広
い
道
路
と

い
っ
た
街
の
独
特
な
景
観
が
新
し
い

商
業
地
の
魅
力
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
若
者
を
中
心
に
賑
わ

う
街
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。
路
上
駐

車
禁
止
の
規
制
が
な
い
と
い
っ
た
特

徴
も
、
来
訪
者
を
呼
び
込
む
要
因
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
一
方
で
、
「
街
の
活
性
化
は
、
あ

る
意
味
で
自
然
発
生
的
に
で
き
た
商

業
集
積
と
も
言
え
る
。
問
屋
町
の
関

係
者
同
士
の
連
携
や
協
力
、
参
加
意

識
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
た
め
、
無

秩
序
な
開
発
が
進
め
ば
問
屋
町
の
魅

力
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

今
後
の
課
題
を
話
さ
れ
、
将
来
に
向

け
た
計
画
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
問
屋
町
に
長
年
店
舗

を
構
え
る
同
和
商
事
㈱
代
表
取
締

役
・
赤
木
博
志
氏
に
街
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

尽
力
し
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　「
若
い
人
た
ち
が
挑
戦
で
き
る
環

境
を
整
え
る
た
め
に
安
価
な
賃
料
で

貸
し
出
し
、
地
域
の
人
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

ま
ち
づ
く
り
は
小
さ
な
話
し
合
い
か

ら
始
ま
り
、
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
が
重
要
だ
」
と
熱
く
語
ら
れ
、
私

た
ち
参
加
者
も
街
を
ど
の
よ
う
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
視
察
の
最
後
に
は
、
竹
久
夢
二
郷

土
美
術
館
を
訪
問
。「
生
誕
１
４
０

年 

Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
展
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
地
域
の
文
化
や
芸
術
に
触

れ
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
卸

商
業
団
地
の
活
性
化
に
向
け
た
挑
戦

や
創
意
工
夫
の
重
要
性
を
深
く
学
び
、

地
域
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な
視
点

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

視察研修参加会員
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◆
お
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
!!
先

日
、
出
張
先
の
大
阪
で
領
収
書

を
発
行
し
て
も
ら
っ
た
ら
「
取

鳥
商
工
会
議
所
」
と
書
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば

…
昨
年
、
別
の
関
西
の
地
で
も

「
鳥
が
先
で
す
か
？
取
る
が
先

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た

◆
「
取
鳥
」
と
書
か
れ
る
こ
と

は
、
鳥
取
県
民
が
経
験
す
る
あ

る
あ
る
？
他
県
の
人
か
ら
す
る

と
「
取
鳥
」
の
方
が
し
っ
く
り

と
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？
◆
近

距
離
で
身
近
に
感
じ
て
い
た
関

西
で
の
思
い
も
よ
ら
な
い
宛
名

書
き
に
…
思
わ
ず
一
笑
。
編
集

室
の
ネ
タ
に
書
こ
う
と
思
っ
た

出
来
事
で
し
た
！�

（
Ａ
）
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編　集　室

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

11
／
20
㈬

麒
麟
の
ま
ち
観
光
担
当
者
会
議

21
㈭

技
術
講
習
会

24
㈰

第
13
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
有
料
・
申
込
要
】

27
㈬

２
０
２
４
年
度
12
月
定
例
会

30
㈯

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
主
催

街
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
【
有
料
・
申
込
要
】

12
／
1
㈰

☆
ふ
る
ふ
ぃ
す
た
あ
☆
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

【
公
開
・
有
料
】

7
㈯

ゆ
る
っ
と
暮
ら
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
有
料
・
申
込
要
】

８
㈰

ゆ
る
っ
と
暮
ら
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
有
料
・
申
込
要
】

９
㈪

講
習
会

11
㈬

鳥
取
東
高
校
第
１
学
年
「
鳥
取
学
」
校
外
研
修

14
㈯

キ
ラ
リ
☆
さ
き
が
け
塾
【
公
開
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

15
㈰

パ
ソ
コ
ン
え
こ
販 

展
示
販
売
会
【
公
開
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マ ル 経 融 資 をご活用ください！
マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし

で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および

娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。 

●融資限度額 2,000 万円  ●利率 年 1.45％（2024.11.1 現在） 

●返 済 期 間 運転資金＝  ７年以内（据え置き１年以内） 

設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内） 

問い合わせ先 鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857－32－8005

期間：2024年10月27日～2025年3月29日

2024年 東京便
冬ダイヤ決定！  鳥取砂丘コナン空港 1日 5往復 継続

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

ＡＮＡからのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  9 時 00 分 10 時 15 分
296 11 時 20 分 12 時 35 分
298 15 時 25 分 16 時 40 分
300 18 時 45 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  6 時 55 分  8 時 15 分
293  9 時 20 分 10 時 40 分
295 13 時 25 分 14 時 45 分
297 16 時 25 分 17 時 45 分
299 19 時 10 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取
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改
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会
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修
（
４
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阪
市
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か
）
▽
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ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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ッ

プ
セ
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ナ
ー

４
　
流
通
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会
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ー
プ
ン
講
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会
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Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ｔ
知
財
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相
談
会

７
　
建
設
部
会
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察
研
修
（
８
日
も
、
茨
城
県

結
城
市
ほ
か
）
▽
青
年
部
お
城
委
員
会

９
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
▽
青
年
部
例
会

10
　
運
営
委
員
会
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歴
ま
ち
事
業
視
察
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修
（
12
日
も
、
三
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県
伊
賀
市
）
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定
例
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融
相
談
会
▽
マ
ル
経
融
資
審
査
会
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女
性
会
視
察
研
修
（
岡
山
市
）
▽
青
年
部

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
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青
年
部
会
員
交
流
委
員
会
・
広
報
委
員
会

21
　
青
年
部
役
員
選
出
委
員
会

22
　
常
議
員
会
▽
鳥
取
駅
周
辺
再
整
備
に
係
る

鳥
取
市
と
若
手
経
済
人
と
の
意
見
交
換
会

▽
青
年
部
５
役
会

23
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議

27
　
日
商
珠
算
検
定
試
験

29
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
▽
青
年
部
理
事
会

30
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
視
察

研
修
（
31
日
も
、
福
島
県
郡
山
市
ほ
か
）

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　12月17日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

10
月
抜
粋

谷 川 　 寛取締役社長
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

※アクサ式導入企業���社のデータより 

やりがいが集まって、会社はつよくなる。
「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。いま、経営者の皆様の
そんな声が増えています。それはきっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社では「仕事と治療の両立」や
「社内サークル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きがいといった
「社会的健康」までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手伝いします。

みんなと
会社の未来を
健康に。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度
でサポー卜しています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　鳥取営業支社　　
〒���-����　鳥取市本町�-���　 TEL ����-��-����

「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。AXA-A�-����-����/�WD


